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要旨 : 

この 10 年間の電磁鋼板研究において，1995 年に終了した電磁鋼板の水島製鉄所での一貫

製造化は重要な位置を占める。すなわち，数々の新規設備の導入を成功させるため，工場

から依頼される多くの課題に対し研究部門は的確に答えていく必要があった。このため，

電磁鋼板の成分，析出物，結晶組織，集合組織，鋼板表層組織について，その適正値を定

量評価する研究技術と 2 次再結晶などの組織形成機構に関する新規理論の構築が進んだ。

また，磁区細分化処理やモデルトランス，モデルモータなど応用磁気学的な研究も進んだ。

こうした電磁鋼板研究の進歩により，電磁鋼板の品質の向上と各種新製品の開発に貢献で

きた。 

 

Synopsis : 
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